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第
８
回
杜
甫
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
 

国
語
教
材
と
し
て
の
杜
甫
の
古
体
詩 

於
横
浜
国
⽴
⼤
学
教
育
学
部
６
号
館
 

⼆
〇
⼆
四
年
九
⽉
六
⽇
⼀
四
時
五
〇
分
R 

担
当
U
⼤
橋
賢
⼀
︵
北
海
道
教
育
⼤
学
旭
川
校
︶  

発
表
の
流
れ
& 

は
じ
め
に̶

本
発
表
の
ね
ら
い 

Ⅰ
 

現
在
の
古
詩
教
材
と
そ
れ
ら
の
教
材
と
し
て
の
可
能
性 

Ⅱ
 

こ
れ
ま
で
の
古
詩
教
材̶

現
代
の
教
材
と
し
て
の
再
提
案 

Ⅲ
 

杜
甫
の
古
詩
が
持
つ
教
材
と
し
て
の
可
能
性 

ま
と
め 

 

は
じ
め
に̶

本
発
表
の
ね
ら
い 

 

Ⅰ
 
 

現
在
の
古
詩
教
材
と
そ
れ
ら
の
教
材
と
し
て
の
可
能
性 

 
現
在
採
⽤
さ
れ
て
い
る
杜
甫
の
古
詩 

 
①
⽯
壕
吏
︵
四
社
七
点
︶
x
数
研
・
東
京
書
籍
・
筑
摩
書
房 

 
 

 
 
 

⼤
修
館
︵
古
典
探
究
・
精
選
古
典
探
究
︶
・
第
⼀
学
習
社
︵
古
典
探
究
・
精
選
古
典
探
究
︶ 

 
②
兵
⾞
⾏
︵
三
社
三
点
︶
x
桐
原
・
三
省
堂
・
明
治 

 

 
ⅰ
 

徴
兵
の
詩̶

﹁
⽯
壕
吏
﹂
の
検
討
  

 

現
⾏
の
教
科
書̶

筑
摩
書
房
の
場
合 

 

⽯
壕
吏
︵
陝
縣
有
⽯
壕
鎮
︶
 

杜
甫 

１
暮
投
⽯
壕
村
︐
有
吏
夜
捉
⼈
︒
⽼
翁
踰
牆
⾛
︐
⽼
婦
出
⾨
看
︒ 

５
吏
呼
⼀
何
怒
︐
婦
啼
⼀
何
苦
︒
聽
婦
前
致
詞
︐
三
男
鄴
城
戍
︒ 

９
⼀
男
附
書
致
︐
⼆
男
新
戰
死
︒
存
者
且
偷
⽣
︐
死
者
⻑
已
矣
︒ 

13
室
中
更
無
⼈
︐
惟
有
乳
下
孫
︒
有
孫
⺟
未
去
︐
出
⼊
無
完
裙
︒ 

17
⽼
嫗
⼒
雖
衰
︐
請
從
吏
夜
歸
︒
急
應
河
陽
役
︐
猶
得
備
晨
炊
︒ 

21
夜
久
語
聲
絕
︐
如
聞
泣
幽
咽
︒
天
明
登
前
途
︐
獨
與
⽼
翁
別
︒ 

﹃
全
唐
詩
﹄
巻
⼆
⼀
七 

 

 
●
理
解
●
 

﹁
⽯
壕
吏
﹂
の
詩
で
︑
作
者
が
訴
え
た
か
-
た
こ
と
は
何
か
︑
話
し
合
い
な
さ
い
︒ 

 
●
表
現
●
  

 
⑴
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
︑
作
者
の
⼼
情
を
想
像
し
な
が
ら
朗
読
し
な
さ
い
︒ 

 
⑵
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
︑
⼀
句
の
字
数
・
句
数
・
押
韻
を
確
認
し
な
さ
い
︒
  

 
⑶
そ
れ
ぞ
れ
の
詩
に
つ
い
て
︑
特
徴
的
な
語
や
表
現
を
抜
き
出
し
て
︑
そ
の
効
果
を
考
え
な
さ
い
︒ 

 ◎
提
案
で
き
る
こ
と 

 
ど
の
よ
う
な
⼒
を
⾝
に
つ
け
さ
せ
た
い
か→

 

 
 

何
を
詠
じ
て
い
る
か
︵
内
容
レ
ベ
ル
︶
・
ど
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
か
︵
表
現
レ
ベ
ル
︶ 

 
 
考
え
⽅
の
⼿
⽴
て
・
順
番
U
表
現
レ
ベ
ル→

内
容
レ
ベ
ル
 

と
い
う
⼿
続
き
の
踏
み
⽅
の
妥
当
性
  

 
 
 
近
体
詩
と
の
⽐
較
の
観
点
か
ら
考
察 

 

■
反
復
︵
リ
フ
レ
イ
ン
︶
に
着
⽬
■ 

 
●
﹁
有
吏
﹂
﹁
従
吏
﹂
︵
２
・
18
︶ 

 
●
﹁
⽼
翁
﹂
︵
３
・
24
︶
﹁
⽼
婦
﹂
﹁
⽼
嫗
﹂
︵
４
・
17
︶
﹁
婦
﹂
︵
６
・
７
︶
︑ 

 
●
﹁
⼀
何
﹂
﹁
⼀
何
﹂
︵
５
・
６
︶ 

 
●
﹁
三
男
﹂
﹁
⼀
男
﹂
﹁
⼆
男
﹂
︵
８
・
９
・
10
︶ 

 
●
﹁
存
者
﹂
﹁
死
者
﹂
︵
11
・
12
︶ 

 
●
﹁
乳
下
孫
﹂
﹁
孫
﹂
︵
14
・
15
︶ 
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近
体
詩
x
原
則
と
し
て
同
⼀
の
⽂
字
を
⽤
い
な
い
 ⇄

 
古
体
詩
x
⽤
語
に
つ
い
て
は
⾃
由 

 
 
問
U
な
ぜ
近
体
詩
は
同
⼀
の
⽂
字
を
使
わ
な
い
の
を
原
則
と
す
る
の
か
x
修
辞
的
な
利
点 

 
 
問
U
本
詩
に
お
け
る
﹁
反
復
﹂
の
効
果
は 

 

■
﹁
⽼
婦
﹂
と
﹁
⽼
嫗
﹂
の
区
別
の
理
由
を
考
え
る̶

地
の
⽂
と
会
話
⽂
■ 

 
﹁
⽼
婦
﹂
x
語
り
⼿
か
ら
の
呼
称 

 
﹁
⽼
嫗
﹂
x
⽼
婦
⾃
⾝
に
よ
る
⾃
称
R
直
接
話
法→

作
者
⾃
⾝
が
こ
の
場
⾯
に
居
合
わ
せ
た
こ
と
を
伝
え
る
要
素 

 
 
こ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
根
拠
U
①
同
じ
意
味
だ
が
表
現
上
の
区
別
が
あ
る
 

②
七
句
⽬
﹁
致
詞
﹂
か
ら
⼆
〇
句
⽬
ま

で
が
﹁
⽼
婦
﹂
の
こ
と
ば
と
考
え
ら
れ
る 

 

 
 
 →

語
り
⼿
が
現
場
に
確
か
に
い
た!!と
い
う
⽣
々
し
さ
の
演
出 

 
ⅱ
 

徴
兵
の
詩̶

﹁
兵
⾞
⾏
﹂
の
検
討 

１
⾞
轔
轔
︐
⾺
蕭
蕭
︐
⾏
⼈
⼸
箭
各
在
腰
︒ 

４
耶
孃
妻
⼦
⾛
相
送
︐
塵
埃
不
⾒
咸
陽
橋
︒
牽
⾐
頓
⾜
闌
道
哭
︐
哭
聲
直
上
⼲
雲
霄
︒ 

８
道
傍
過
者
問
⾏
⼈
︐
⾏
⼈
但
云
點
⾏
頻
︒
或
從
⼗
五
北
防
河
︐
便
⾄
四
⼗
⻄
營
⽥
︒ 

12
去
時
⾥
正
與
裹
頭
︐
歸
來
頭
⽩
還
戍
邊
︒
邊
亭
流
⾎
成
海
⽔
︐
武
皇
開
邊
意
未
已
︒ 

16
君
不
聞
漢
家
⼭
東
⼆
百
州
︐
千
村
萬
落
⽣
荊
杞
︒
縱
有
健
婦
把
鋤
犁
︐
⽲
⽣
隴
畝
無
東
⻄
︒ 

20
況
復
秦
兵
耐
苦
戰
︐
被
驅
不
異
⽝
與
雞
︒ 

22
⻑
者
雖
有
問
︐
役
夫
敢
申
恨
︒
且
如
今
年
冬
︐
未
休
關
⻄
卒
︒ 

26
縣
官
急
索
租
︐
租
稅
從
何
出
︒
信
知
⽣
男
惡
︐
反
是
⽣
⼥
好
︒ 

30
⽣
⼥
猶
是
嫁
⽐
鄰
︐
⽣
男
埋
沒
隨
百
草
︒
君
不
⾒
⻘
海
頭
︐
古
來
⽩
⾻
無
⼈
收
︒ 

34
新
⻤
煩
冤
舊
⻤
哭
︐
天
陰
⾬
溼
聲
啾
啾
︒ 

﹃
全
唐
詩
﹄
巻
⼆
⼀
六 

 

現
⾏
の
教
科
書
︵
右
は
明
治
書
院
の
も
の
︶ 

 
桐
原
U
読
解
 

﹁
役
夫
敢
申
恨
﹂
に
は
︑
ど
の
よ
う
な
⼼
情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
︑
説
明
し
て
み
よ
う
︒ 

 
 
 
 

発
展
 
作
者
に
は
ど
の
よ
う
な
動
機
か
ら
こ
の
詩
を
作
-
た
と
考
え
荒
れ
る
か
︑
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え
て
話
し

合
-
て
み
よ
う
︒ 

 
明
治
U
⾔
語
活
動
 

﹁
兵
⾞
⾏
﹂
の
詩
に
つ
い
て
︑
杜
甫
が
訴
え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
か
ん
が
え
て
み
よ
う
︒
ま
た
︑
杜

甫
が
置
か
れ
て
い
る
社
会
状
況
に
つ
い
て
も
調
べ
て
み
よ
う
︒ 

 

◎
提
案
で
き
る
こ
と 

■
蟬
聯
体
の
多
⽤
と
反
復
︵
リ
フ
レ
イ
ン
︶
に
着
⽬
■ 

 
蟬
聯
体 

 
●
﹁
哭
﹂
﹁
哭
声
﹂
︵
６
・
７
︶
 
●
﹁
問
⾏
⼈
﹂
﹁
⾏
⼈
但
云
﹂
︵
８
・
９
︶ 

 
反
復 

 
●
﹁
君
不
聞
﹂
︵
16
︶
﹁
君
不
⾒
﹂
︵
32
︶
 
●
﹁
⽣
男
﹂
︵
28
・
31
︶
﹁
⽣
⼥
﹂
︵
29
・
30
︶ 

 
●
﹁
新
⻤
﹂
﹁
旧
⻤
﹂
︵
34
︶ 

 

 
数
字
の
使
い
⽅
の
⼯
夫 

 
●
﹁
⼗
五
﹂
﹁
四
⼗
﹂
︵
10
・
11
︶
 
●
﹁
千
村
﹂
﹁
万
落
﹂
︵
17
︶ 

 
 
問
U
な
ぜ
近
体
詩
は
同
⼀
の
⽂
字
を
使
わ
な
い
の
を
原
則
と
す
る
の
か
x
修
辞
的
な
利
点 

 
 
問
U
本
詩
に
お
け
る
﹁
反
復
﹂
の
効
果
は
？ 

 

■
地
の
⽂
と
会
話
⽂
■ 

 
﹁
⾏
⼈
但
云
点
⾏
頻
﹂
x
語
り
⼿
の
こ
と
ば 

    



第８回杜甫学会シンポジウム資料 国語教材としての杜甫の古体詩 

 

 3 

Ⅱ
 

こ
れ
ま
で
の
古
詩
教
材̶

現
代
の
教
材
と
し
て
の
再
提
案 

 
 

ⅰ
 

教
材
と
し
て
の
﹁
贈
衛
⼋
処
⼠
﹂
再
考
 

⻑
い
作
品
の
例
と
し
て 

１
⼈
⽣
不
相
⾒
︐
動
如
參
與
商
︒
今
⼣
復
何
⼣
︐
共
此
燈
燭
光
︒ 

５
少
壯
能
幾
時
︐
鬢
髮
各
已
蒼
︒
訪
舊
半
為
⻤
︐
驚
呼
熱
中
腸
︒ 

９
焉
知
⼆
⼗
載
︐
重
上
君
⼦
堂
︒
昔
別
君
未
婚
︐
兒
⼥
忽
成
⾏
︒ 

13
怡
然
敬
⽗
執
︐
問
我
來
何
⽅
︒
問
答
乃
未
已
︐
兒
⼥
羅
酒
漿
︒ 

17
夜
⾬
翦
春
⾲
︐
新
炊
間
⿈
粱
︒
主
稱
會
⾯
難
︐
⼀
舉
累
⼗
觴
︒ 

21
⼗
觴
亦
不
醉
︐
感
⼦
故
意
⻑
︒
明
⽇
隔
⼭
岳
︐
世
事
兩
茫
茫
︒ 

﹃
全
唐
詩
﹄
巻
⼆
⼀
六 

 

⼤
修
館
書
店
︵
﹃
⾼
等
学
校
 
漢
⽂
 
改
訂
版
﹄
⼀
九
⼋
五
年
︶
学
習
の
て
び
き
x
友
⼈
に
対
す
る
情
愛
が
ど
の
よ
う
に
歌

わ
れ
て
い
る
か
︑
話
し
合
-
て
み
よ
う 

 
◎
提
案
で
き
る
こ
と 

■
代
名
詞
■ 

 
友
⼈
x
﹁
君
﹂
︵
11
︶
﹁
主
﹂
︵
19
︶
﹁
⼦
﹂
︵
22
︶
 ⇄

 
杜
甫
x
﹁
我
﹂
︵
14
︶ 

  ■
直
接
話
法
■ 

 
●
衛
⽒
の
⼦
ど
も
の
問
い
か
け
﹁
問
我
来
何
⽅
﹂
︵
15
︶ 

 
●
衛
⽒
の
呼
び
か
け
﹁
主
称
会
⾯
難
︑
⼀
挙
累
⼗
觴
﹂
︵
19
・
20
︶ 

 

■
衛
⽒
の
⼦
ど
も
と
時
間
の
経
過
■ 

 
﹁
焉
知
⼆
⼗
載
﹂
︵
９
︶ 

 
 →

﹁
昔
別
君
未
婚
︑
児
⼥
忽
成
⾏
﹂
︵
11
・
12
︶ 

 
⼦
ど
も
の
様
⼦ 

 
 →

﹁
問
我
来
何
⽅
︑
問
答
未
及
已
︑
駆
児
羅
酒
漿
﹂
︵
14
・
15
・
16
︶ 

 

■
酒
宴
の
様
⼦
■ 

 
●
﹁
酒
漿
﹂
︵
16
︶
 
●
﹁
夜
⾬
剪
春
韮
﹂
︵
17
︶
x
季
節
も
の
︑
﹁
新
炊
間
⻩
粱
﹂
︵
18
︶
x
た
き
た
て 

資
料
 
⾼
島
俊
男
﹃
李
⽩
と
杜
甫
﹄
三
〇
⼆
⾴
︵
講
談
社
学
術
⽂
庫
︑
⼀
九
九
七
年
︶ 
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ⅱ
 

教
材
と
し
て
の
﹁
羌
邨
﹂
再
考
 
短
い
作
品
の
例
と
し
て 

１
崢
嶸
⾚
雲
⻄
︐
⽇
腳
下
平
地
︒
柴
⾨
⿃
雀
噪
︐
歸
客
千
⾥
⾄
︒ 

４
妻
孥
怪
我
在
︐
驚
定
還
拭
淚
︒
世
亂
遭
飄
蕩
︐
⽣
還
偶
然
遂
︒ 

９
鄰
⼈
滿
牆
頭
︐
感
歎
亦
歔
欷
︒
夜
闌
更
秉
燭
︐
相
對
如
夢
寐
︒ 

﹃
全
唐
詩
﹄
巻
⼆
⼀
七 

＊
本
詩
の
主
題
x
戦
時
下
に
お
け
る
家
族
と
の
再
会
の
喜
び 

◎
提
案
で
き
る
こ
と 

■
古
体
詩
と
近
体
詩
と
の
⽐
較
■ 

 
近
体
詩
の
き
ま
り
x
頷
聯
・
頸
聯
の
対
句
 

杜
甫
U
﹁
春
望
﹂
⾸
聯
・
頷
聯
・
頸
聯
x
対
句 

 
﹁
羌
邨
﹂
x 

 
 
 
●
全
聯
が
散
句 

 
 
 
●
﹁
還
﹂
︵
６
︶
︑
﹁
亦
﹂
︵10
︶
︑
﹁
更
﹂
︵11

︶
と
い
-
た
散
⽂
的
な
助
字
の
活
⽤
︒ 

 
 
 
 →

ど
の
よ
う
な
解
釈
が
で
き
る
か
︒ 

 

Ⅲ
 

杜
甫
の
古
詩
が
持
つ
教
材
と
し
て
の
可
能
性 

 

 
ⅰ
 
⽐
較
教
材
と
し
て
の
可
能
性
①̶

⽇
本
古
典
⽂
学
と
の
⽐
較 

 
例
U
⼦
ど
も
の
捉
え
⽅
の
⽐
較
 
憶
良
の
う
た
と
の
⽐
較
  

資
料
U
川
合
康
三
﹁
⼭
上
憶
良
と
中
国
の
詩
﹂
︵
﹃
中
国
古
典
⽂
学
の
存
亡
﹄
研
⽂
出
版
社
︑
⼆
〇
⼆
三
年
︶ 

 

 

 

 

 

対
象
作
品
﹁
贈
衛
⼋
処
⼠
﹂
﹁
羌
邨
﹂ 
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